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第6章　地下水・地球化学　地震予知を目的とした地下水・地球化学観測の歴史は短く，本格的な観測が開始きれたのは1970年代の半ばである。人口の密集した首都圏では，観測を実施する上に数多くの困難があるため，充分な観測体制はとられていない。しかし，首都圏における地震予知の重要性から，今後早期に充実されていくことが必要である。　地下水・地球化学観測は水位，湧水量，水温などの物理的変化とラドンなど地下水に溶存する成分の化学的変化に着目した測定が行われている。　首都圏で地震予知のために地下水・地球化学観測を継続的に実施している機関，および観測項目などを表6−1にまとめる。各機関が行っている観測の概要は以下の通りである。　1）東京大学地震研究所は，大学構内弥生門脇の観測井（深度約380m，口径14�p）におい　　て，1932年10月以降，水位の観測を続けている。この井戸は1894年，震災予防調査会　　によって，地下温度の研究のため掘削されたものである。水位変化としては世界でもまれ　　な長期間のデータが得られていて，地震予知研究にとって重要な情報を提供している。　2）東京大学理学部は，鎌倉に深度500mと100mの観測井を設け，1985年より地下水位・　　水温の観測を実施しており，データは東大までテレメータきれている。　3）地質調査所は1975年に，地震予知を目的とした地下水の研究・観測を開始した。首都圏　　においては，川崎市に観測井（深度1，016m）を掘削し，水位・電気伝導度の連続観測　　を行い，観測データは筑波にテレメータされている。その他，1980年から小田原市（500　　m）及び筑波（62m，150m，300m）で水位の連続観測を行っている。　4）国立防災科学技術センターは，東京都府中市においてラドン濃度の連続測定を実施して　　いるほか，関東地域の7ケ所で地下水位・水温等の連続観測を実施しており，データは筑　　波にテレメータされている。なお，このうち3ケ所の観測点では2重管式の観測井を採用　　し，1本の井戸で同時に2つの深さでの地下水観測を行っている。　東京都は都立アイソトープ総合研究所が主体となり，1975年からラドンおよび水質の観測を開始している。現在，ラドンの連続観測は瑞穂，清瀬，足立，町田，稲城，品川の6井で実施され，その他月1回程度の定期的観測は6ケ所で行われている。水質の観測項目は，pH，電気伝導度，各種イオン濃度などである。　また，地震予知以外の目的をもつ，地下水観測は地方自治体によってかなり広範に行われている。東京都や各県，市町村が地盤沈下防止のために行っている地下水位観測井は地震予知研究にも役立つものである。　その他，民間ボランティアを組織化した地下水観測も行われている。神奈川県温泉地学研究所が中心となる「なまずの会」は，南関東に100ケ所近い観測点を有している。　首都圏における地震予知の問題点は，観測専用の井戸が少ないことである。首都圏では人間活動による影響が大きいため，相当深い井戸を掘削し，観測する必要がある。一159一表6−1　首都圏地下水・地球化学観測一覧。地域名　観測所　機　　　コード関　　位　　　置　　緯度（N）　経度（E）深度　ストレーナー位置（m）　　　（m）観測項目　観測開始　　　　年　月東　京　HON　　　FCH川崎鯉一1鎌倉　K脈一1　　　K門K・2千倉CmK筑波BOSl　　　ISIG　　　l）へt　　　TU−I　　　TU−2　　　TU−3東大地震研防災センター地質調査所束大理学部東大理学部防災センター防災センター防災センター防災センター地質調査所地質調査所地質調査所波崎甑SA　防災センター飯能甑闇　防災センター粟　野　醒酬　　防災センター3542403539023531253518373518373荏580336072136063736Q336360339139460013928251394250玉393300139330013956571400536139593513954101400740380601016500110800603757162　6215030035　49　33　　140　44　08　　　80535　50　33　　139　i7　59　　　80036　28　46　　139　37　16　　　80047−58809−819，　861−1016484−49598−110700−720340−346，　430−603700−720139−15645−5782−109，　131−140233−245，　256−259，265−273750−770409−4309　773−795407一畦30，　766−788LRNTu，EC，LL，TuL，T■LLLLL，TwL。丁日L，TりFR，TりLL1932．101980。31975．101985、41985．81986．71983．41986．41981．31980．21980．21980．21983．31987．21988．3L：水位　　丁■：水温　　FR：湧出量　　RN：ラドン　　EC：電気伝導率一160ラ　ドン観ミ則三ら．臼臼11、『　一　　　　　’　　　　　一　　　　　暫　　　　　　一　−　　　　瑞穂竃一　　1　　　　　　　　『、＿ー　　　　マ　　1　　　、・●卜　　」　　　　　　町田1　　　　　　　　　’。1清瀬　璽19　，’一〇ず一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　・』1　　　　　　＝・』9・　　　　　　　0　9●　o稲城　　　．・鵡’！噛一一．品川．　　　　●　　　　」5　　　　曜　　　　■　●　9　9層｝，〜　　　　　　．∵脅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−●　　　　　　、　　・．σ一・�j．。　　も。　；ワ　■＝9　、　　　　　　　　　．　ち　　　　．40　　　　　　　　●，　、　●．、　　　　乙　噛と　　’6・　　　t』：略し●　　　　も　o　“　●　θ三7』　　　　　，静　　r●　・　　　　o　　　　そ，●』＝；：●．　　●■一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝”じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　’u　　　　　　　　　　　　1三iヲロ防災センター●東京都（固定観測）0束京都（定期観測）』L4ヒ｝．自図6−1　首都圏における地下水中のラドン濃度の観測地点。161一地下水位観測360N350△粟野飯能△　　　’‘L一四本郷1　　口冶。．鎌倉　川崎、．訓一C3　31、▲△　1�`　1：，一筑波三毛ッ，斗ユ．闇一　　　　＿”　　　　　　　｛．波崎千倉13go14001410Eロ束大震研ロ東大理▲地質調査所△防災センター図6−2　首都圏における地下水位の観測地点。162一▲▲▲▲▲▲▲●　▲　▲　　▲　　●A　▲　　　▲　▲●▲●　●●●　●●●嶋o●●　　　▲　　　▲▲▲▲《▲▲　　●▲　　　　　▲　　　　　▲　　　▲　▲▲▲　　　　　●　▲▲　　　●　　▲　　　　　へ　　　●▲●●▲●　　●　6　●●　　▲●●▲●▲●，　o●▲▲▲A▲▲▲　　』ト▲　▲ム　　▲　　　▲▲　▲，▲　●　　　▲▲▲▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　●　　●●　　▲●　▲●●　●●●o　　●　　　　　　▲　　●　　●　　　　　　　　　　　　●▲▲A▲　▲　ム●　　▲A●▲●▲関東地方における地盤沈下・地下水位観測井の設置状況（19B63塒声〉東京都埼玉県神奈川県干葉県茨城渠蛎和県群県合計県建段省農林省合鼠†横浜市川崎市平塚市海老名市寒川町合計観測開始年（昭和・年）283ア3534484554344B4950観測地点数31234330，294112670575622292眼測井数7536464615941130118975826450図63関東地方における地盤沈ド観測井・地ド水観測井位置図。首都圏において地方自治体が主に地盤沈下監視のため行っている観測井の位置で，1986年3月現在，観測地点は292ケ所，井月ーは450を数える。一163一　　、　｛一至　｛爺望〜桜ll婁　　録ぐ　　桜帆　　蟹長　　　o、　　　の　　く頃　　の襲＼9．ぺの麺　≦　　〜論美健”≒丈羅　　　　ミコ　　　　ミざ　　　　雷め　　　　2Σ　幽蕗昼Il咲く蘇一層一至嶋8貸＝ミ．8rのく　一Σ窪、　　　Σ　　ノ…〜，〜　　ノ…〜寸qりoξO　O　O　O　o　o　　　　　　　o　σ｝　OD　じ『O　O　O　O　o　o　（汎dD）べ」を　（つ。〉盟斗∠164一e　」円ゆ麺任　套虞鮨煮　。憩煮F　譲《。悪　契想ゆゆ　⇒町蛎oむ　岬寸慰価韓　綜世刃1旨想　想。ou掴　　　　任　【�@捉翠霞　蚕一“闇ゆ　貫る懸囲並襲紫1　錨興＜（“。署。。曝運八騒ま揖e齪や需脳あ廉Φ題駆。費製八お躍帰。颪ヱ外e｛価楚心蔭認翼1旨る）翼選羅ρ養麗遽八慰脳eK周ヱ任憩聴監囲1卜区e麗花寸o区一一十一一踊1　　　！iEq▽・1988t　　　［　　　「汁lt19851”11／1　　1119871　！　　i「　　　　ll　　i旨1DmEq▽JarL　　Feb．　　Mar．　　Ap［　　May　　Ju冨1e　　JuL　　Aug・　　Sepし　　Uct　　Nov．　　Oec．4　1　　『川崎観測井1．』L一一．一1987w　lへ’〉一一一一一←一一一一一一一一」一一一一セー一一一一十一一i一一』〜一「　　　14．‘郵、　　　　　　　11988，艇1l　　ll　1しIIl1しIi11旨11旨L，［�q4，［4mS／cm　凡夙一水位一一r導電・率『『『／〜「『Jan，　　Fεb．　MaL　　Apし　　MaY　　Jul旧　　JuL　　Aug・　Sepl．　　Od。　　〜ov．　　Oec・図6−5地質調査所による水位観測記録の例。筑波2号井（上）のように年変化の大きな井戸と川崎のように年変化の小きい井戸（下）がある。川崎観測井では地下水の導電率の変化も示す。一165一　　二…5r　　　　　　　　　＿匿　　　　　　　　　惨一　　　　　　　　季　　　　　　　　　蓄　　　　　　　　　葦一　　　　　　　　　藷・　　　　　　　　　嚢1　　韮　　璽因脈美・ΣoO｝O　O　o　oo　q　▼一　〇〇　〇　〇　〇O　O　o　oO　O　　　od　u　　　　冒r巳　塵婁竃　　工………｝コ藁髭　　　　　『要竃｝妻郵　。蒙　8。肇　　藁一量−一一ぞ［『．o　o　o　oO　O　　　Oq　τ一　　　rr　l　　麺一垂罫肇　ハ考叢　ニさ　　蒙．選　　墨　　　　　屡r’藁（1［川）　亘1」卜苓目き　　　　（田田）　亘尊酵目き00“器�@ko3歪σ，器卜．Lqり蛋σ，鶴oLOD蓋σ〕一166一羅　、週お　簑煮く　ゆ節e　5へ薫　■葵目　“rvo　£区〇一　　面ヤ刃　蝿わ日　v口o　痴　一のゆ　→く刃醤　婆〉。懸　勲鍾ゆ即　醸。二む　e督》箕　勾和寝想　麺Φ範く皿　趣塔剣コ懸　軽繍曄ゆ　．甜簑桶　翠o幻慰　儲蛎u謡　出慰ゆ癌。峡更農賦聴麺貼暢躰昭想節く肛→く瞳聴留面帳e腿虚尋蟹毫遜握翻oo凶（E）遡懸eP悩1国養心灸隈即　0−10一一20−30一一40一一50−60　　　　　　　　　　＼1930図6−71940　　1950　　1960　　1970　　1980　　　　　　　　　　　　年東京大学地震研究所による東大構内深井戸の長期間水位記録（月平均値）。1990一167一気圧（皿b）Φ屑騨朕曹害蜜6、5犀星至Φ遡　N『盤銀▽囲ロ，口響Σ腿マ　甲o　　　■．　姦　静　ロ　嘱駆　猷脳o　o　oo　o　o．　　』1　　“　　、　　〜　　1　　9！　　l　　f　　II　　ll　　l1一■噂レr61　1u』　8　　1　0l　i貧　，i量　／畜　1出1　H戚1’　）　11　まヨ　’1　養2　　　00　　　　0　　　0　　0000　　mo　O　　　　　Oo　　　●o　　　尋　　　　●ら●　　一●縞　　（●西髪羅　・・●o　’　f共、憂盟徹＼樋鰹1屠＼〉1蟹ノ！／−、　　　’ノ＼鴨．乞み鷺《面水温（℃）、　’O　O　O　OO　　GO　　『、　　し0σ　σ　d　d「叩m1「π『．1■ミB：＝．母西ll…曇！＝軟嘩9週蚤　　　　　　脳　　　　　　）　　　　　　o　　　　　　o　　　　ぜ　　　　　　累吉”、・一一ノ　契Q　　　　　　　コ　　　　　　⇒ヤ　　　　　　ぜ儲　　　　　　課明　　　　　　）く　　　　　　田’　　　　　　卜週　　　　　　。q妾　　　　　　□て麺　　　　　　eqへ　　　　　　母躯　　　　　　oう〆v　　　　　　QO　　　　　　o区　　　　　　　ヤ　　　　　　契　　　　　　　わ　　　　　　“n　　　　　　％　　　　　　　ゆ　　　　　　響　　　　　　1！1ロ演　　寺　　P）　　四　　ヰ‡ζゆ　　　の　コ脳　　　墨　駆憩　　製＿　題e　　　9　題　　　π」　　　　　（　　　Σ　緬日　　o　　e図　　　�@　港器　　型岩　細一　　　Φ　罧鎧　　　L　　　　　　罰躍　　。　　署騒中N超蚤卜N弾づΦしLooNドn．oΦしL0QQo区山⊥ロ」L」LしLLLし一」80　　　　　　0　　　　　　0　　（UD）琳鰍920一168一



